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KRT4 CYK4
Keratin, type Il cytoskeletal 4 (Cytokeratin-4) (CK-4) (Keratin-4) (K4) (Type-Il keratin Kb4)
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	背景
	ケラチン4（KRT4）ホモ・サピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ケラチン遺伝子ファミリーのメンバーです。II型サイトケラチンは、塩基性または中性タンパク質で構成され、これらはヘテロタイプのケラチン鎖の対として配列し、単純上皮組織および重層上皮組織の分化過程において共発現します。このII型サイトケラチンは、ファミリーメンバーであるKRT13と共に、粘膜上皮および食道上皮の分化層で特異的に発現します。これらの遺伝子の変異は、口腔、食道、および肛門の白板症を特徴とする白色海綿状母斑と関連付けられています。II型サイトケラチンは、染色体12q12-q13の領域に密集しています。 [RefSeq提供、2008年7月]、疾患：KRT4遺伝子の欠損は、大腿骨頭白色海綿母斑（WSN）[MIM:193900]の原因となる。WSNは、主に非角化重層扁平上皮に発症する稀な常染色体優性遺伝疾患である。臨床的には、口腔粘膜に軟らかく白色の海綿状のプラークが出現する。特徴的な組織病理学的所見は、口腔上皮ケラチノサイトの基底上層における上皮肥厚、不全角化、および空胞化である。頻度は低いが、鼻、食道、生殖器、直腸の粘膜が影響を受ける。,その他:細胞骨格ケラチンと微小原繊維ケラチンには、I (酸性、40〜55 kDa) と II (中性から塩基性、56〜70 kDa) の 2 種類がある。,多型:K4 には、K4A2 (ここに示す)、K4A1、K4B の 3 つの対立遺伝子が知られている。,類似性:中間径フィラメント ファミリーに属している。,サブユニット:2 つのタイプ I ケラチンと 2 つのタイプ II ケラチンのヘテロ四量体。ケラチン-4は一般にケラチン-13と関連している。,組織特異性：食道、外子宮頸管、膣、口腔、舌粘膜の重層上皮の基底上層、および食道粘膜下層の粘膜および漿液腺管の細胞および細胞塊（タンパク質レベル）で検出される。外子宮頸管および食道上皮に広く発現しており、基底細胞層で最も低いレベルで検出される。,
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	SKOV3 293Tライセートのウェスタンブロット分析。抗体は500倍希釈。二次抗体は1:20000倍希釈。

